






























































































調査対象：A 大学文学部 1～2 回生 243 名。うち記
入漏れのあったもの 38 名を除外し、205 名(有効率
84.4％)を分析対象とした。分析対象の平均年齢は
22.5±7.4 歳であった。 













Package for Social Science (SPSS Japan Inc. 









17 項目が除外され、残り 43 項目について因子分析
を行った(主因子法、バリマックス回転)。その結果、
解釈可能な固有値 2.0 以上の 4 因子、因子寄与 0.5




0.895、第 2 因子 0.844、第 3 因子 0.670、第 4 因子
0.808 であった。それぞれの因子に属する項目の合
計点をその因子の得点として、各因子間の相関係数





















 F1；統率性 F2；計画性 F3；結果指向性 F4；自律性 
F1；統率性     
F2；計画性 0.07    
F3；結果指向性 0.24* 0.37***   
F4；自律性 0.28** 0.39*** 0.27**  
＊：P＜0.05、＊＊：P＜0.01、＊＊＊：P＜0.001 
質問項目 因子1 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
統率性 　９．自分の所属している集団のリーダー格になりたい 0.842 0.048 0.047 0.138 0.733
　α＝0.90 ２１．皆で何かをするときの決定は、自分がしたい 0.748 0.027 0.214 0.091 0.614
２８．機会があればいつでも、他人の行動を監督し、指示したい 0.673 -0.031 0.117 0.020 0.468
３６．人からリーダーとして認められたい 0.839 0.073 0.076 0.062 0.719
５３．グループ活動の決定は、自分がしたい 0.794 -0.078 0.181 0.115 0.683
計画性 　６．手がけなければならない仕事については、細部にわたりきちんと計画を立てたい 0.116 0.689 0.138 0.173 0.537
　α＝0.84 １６．難しいことを始めるときには、前もって計画を立てておきたい -0.081 0.776 0.166 0.254 0.701
３０．仕事を始める前に、きちんと計画を立てておきたい -0.051 0.809 0.282 0.060 0.668
結果指向性 ４６．能力のない人に仕事を任せるくらいなら、自分でする方がいい 0.133 0.189 0.620 0.248 0.500
　α＝0.67 ４９．他人を見ていて、「どうしてもっときちんとしないのだろう」と思うことがよくある 0.117 0.195 0.664 0.005 0.492
自律性 １２．自分の行動については、いつでも自分で決めたい 0.058 0.121 0.018 0.818 0.693
　α＝0.81 ２４．何かやりたいときには、他人に頼らず、自分の判断で決めたい 0.146 0.205 -0.037 0.718 0.581
５８．自分がしたいと思うことを、自由に行いたい 0.079 0.118 0.081 0.598 0.384
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